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迷走する大学入試改革 
 

南風原 朝和 

  行動計量学の重要な研究対象でもある大学入試，

その改革が迷走している． 

たとえば，大学入試センターが作成する英語試

験は 2024年度には廃止して，民間試験に一本化す

る案が示されている．その案を推し進めるには，

センターの英語試験のマイナス材料が必要になる

が，少し前に文部科学省が使っていた説明資料に

は，センター試験の英語の得点が正規分布となっ

ておらず，高得点の範囲までフラットな分布にな

っていることが，成績上位での識別力が低いこと

の証拠として提示されていた． 

しかし，成績上位まで得点がほぼ一様に分布し

ていることは，広範囲にわたって識別力があるこ

とを示唆するものであり，さまざまな水準での識

別が求められる共通テストとしてはむしろ望まし

いことである．分布の中央に山がある正規分布が，

常に理想とする分布ではない．・・・というような

ことを文部科学省の担当者も同席されたシンポジ

ウムで発言したら，さすがにその資料はその後，

使われなくなったようだ．ただ同時に，そのよう

な発言をする私も，委員であった高大接続システ

ム改革会議の後継の会議では使われない（メンバ

ーから外れる）ことになった．そして，現在も続

くその後継の会議には，教育測定の専門家は誰も

いなくなった． 

新しい学習指導要領では「主体的・対話的で深

い学び」が謳われている．そのことの是非はとも

かく，どうも大学入試改革の議論に関しては，広

く対話的に学ぶ姿勢は見られず，脆弱な根拠で，

あらぬ方向に向かっているように思われる． 

また，これも英語のことだが，2017 年 11 月に

国立大学協会が，2021年度入試から全受験生に民

間試験を課すことを決めたとき，各大学への意見

聴取期間はわずか１週間だった．当然，各大学内

での検討は不十分なもので，そのことが，共通テ

ストの枠組みでの英語民間試験の実施が迫ったい

まになって，国立大学協会の方針に反して民間試

験を課さない大学が現れるなどの事態を生じさせ

ている．その変化自体は，大学内での主体的かつ

専門的な検討の結果であり，歓迎すべきものだが，

一部では，本当に真剣に検討したのだろうかと疑

問を抱かせるような大学もある．たとえば，英語

民間試験の受験は必須とするが，その成績は不問

とする大学だ．素人が聞いても変だと思うような

方針が，大学の公式発表として出されたのを知っ

て，めまいがしそうだった．どうやら，文部科学

省だけでなく，大学人の中でも対話的で深い学び

が欠落しているようだ． 

このような現状ではあるが，まだこれからでも，

鋭意，実態の客観的な把握と専門的な検討に努め

ることにより，新しい大学入試が，受験者にも専

門家にもより納得のいくもの，将来の世代に誇れ

るものになっていくことを願っている． 

 

南風原朝和 

（はえばら・ともかず） 

広尾学園中学校・高等学校長 

1981年，アイオワ大学大学院修

了．東京大学教育学部長，理事・

副学長などを経て，2019年より

東京大学名誉教授，広尾学園中学

校・高等学校長． 
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運営委員会より 

 

第105回行動計量シンポジウムのお知らせ 

 

テーマ：「ベイズモデリングと心理学」 

代表者: 小杉考司 （専修大学） 

 

共催：人工知能学会合同研究会（人工知能基本問

題研究会） 

日時：11月23日（土）  

場所：慶應義塾大学矢上キャンパス（横浜市港北

区）  

 

開始時刻，プログラムなど，学会ホームページ

にて詳細を掲示します． 

（運営委員会担当： 鈴木讓（大阪大学）） 

 

資料アーカイブス委員会からのお知らせ 

資料アーカイブス委員会委員長 

松本渉（関西大学） 

 

取り組みのご案内 

現在進行中の学会活動の資料につきましては，

各委員会や事務局において管理・アーカイブ化さ

れますので，資料アーカイブス委員会の業務は，

原則として，設立など草創期の古い資料（特に，

散逸して失われつつあるもの）の整理・公開が中

心です． 

そこで，今期の委員会では，1974年2月にダ

イヤモンド社から刊行されました『数理科学』誌

において組まれた特集「行動計量の動向」に関す

る10点の論文につきまして，学会ホームページ

等でのオンライン公開の準備を進めております． 

『数理科学』誌で組まれた特集は，本学会の和

文機関誌創刊までの空白を埋めるために企画され

たもので，今の機関誌と同様に雑誌を会員にお送

りしたという経緯がありました（本学会の会報の

第1号に経緯が出ております．ご興味のある方は，

会報のバックナンバーの URL からご覧くださ

い）． 

＜会報：バックナンバーのURL＞ 

http://www.bsj.gr.jp/member/news_back.html 

いうなれば本学会にとっては，この特集は和文

機関誌第 0 巻と位置づけることができます．1 巻

1 号以降の和文誌『行動計量学』の論文について

は，すでに電子化およびオンライン公開がなされ

ておりますが，過去の経緯を踏まえますと『数理

科学』誌の特集で掲載された当該論文につきまし

ても同様にオンライン公開をする意義はあると考

えます． 

また，この取り組み自体は今に始まったことで

はなく，初代の委員長である柳井委員長の時代に

おいて着手され，2013 年 9 月 5 日の総会でも御

報告されています．柳井委員長がその年の 12 月

に急逝された後，しばらくの間，この取り組みを

再開できず，中断していたにすぎません． 

今では『数理科学』誌の現在の取り扱い出版社

であるサイエンス社とも一定の条件の下で学会が

オンライン公開することについて話がまとまって

おります．筆者あるいは著作権継承者の皆さまか

ら本学会への著作権譲渡のご同意を得られました

ら，オンライン公開作業を進めたいと考えており

ます． 

 

ご協力のお願い 

1974 年 2 月にダイヤモンド社から刊行されま

した『数理科学』誌において組まれた特集「行動

計量の動向」に関する 10 点の論文は，下記の通

りです． 

1 行動計量学と人間研究 

 林 知己夫 

2 数理心理学の立場から 

 時間軸における計数の分析 

 印東 太郎 

3 言語と行動計量学 

 野元 菊雄 

4 政治学と行動計量学 

 武者小路 公秀 

5 人間行動の分析における確率モデル 

 竹内 啓 

6 健康事象頻度の計量学 

 山本 俊一 

7 人間システム分析への道 

 大島 正光 

8 認識論の立場からみた人間主観の自由性 

 飯島 泰蔵 
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9 マーケティングと行動計量学 

 社会心理学の立場より 

 飽戸弘 

10 行動計量学の動向 

 柳井晴夫・丸山久美子・岩坪秀一・ 

 松原望・梶田叡一 

（敬称略） 

 

現在，上記の論文の筆者あるいは（著者の方が

ご存命ではない場合は）著作権継承者の皆さまに，

本学会への著作権譲渡のご同意についての依頼状

をお送りする手続きを進めているところです． 

しかし残念ながら，ご存命でない著者の方も少

なくありません．またご存命でも非会員の方もお

られます．八方手を尽くしてご連絡するように努

めておりますが，この会報が発行される9月時点

で連絡がつかず，依頼状が未着となる場合もある

かと思われます． 

もし，この記事をお読みの方で，上記論文のご

関係の方で本取り組みにお気づきでなさそうな方

をご存知の場合には，適宜お声掛け頂き，本取り

組みをご紹介の上，本委員会にご連絡下さるよう

お勧め頂ければ幸いです．どうぞよろしくお願い

いたします． 

連絡先： matsumoto@res.kutc.kansai-u.ac.jp 

（委員長 松本渉） 

 

 

広報委員会より 
 

広報委員会委員長         

尾崎幸謙（筑波大学） 

 

学会Webページのデザイン変更・整備・更新 

 前号でもお伝えしましたが，学会 Web ページ

のデザイン変更を進めています．第 47 回大会の

頃には変更される予定です． 

また，通常業務として Web ページの整備・更

新を行いました．第 47 回大会，統計関連学会連

合大会，行動計量学会主催ワークショップ，関連

学会についての案内などのお知らせを掲載いたし

ました．今後も会員の皆様に有益な情報が提供で

きるよう引き続き Web ページの整備・更新を行

っていきたいと思います． 

メールニュースの配信 

 2019 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．配信数はほぼ前年並みでした． 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報（賛助会員企

業の求人情報も含む）などの情報を含め，会員の

皆様から情報提を募集しております．広報依頼の

受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メールニュースの配信数 

 

【シリーズ海外レポート㉕】 

国際学会での出会いから国際共同研究へ 
 

鈴木 宏哉（順天堂大学） 

○Who am I? 

私は当学会広報委員会会報小委員会委員のひと

りです．当学会との関わりは院生時代（2000年前

半）の春の合宿セミナーに参加したことが始まり

です．私の専門はスポーツ科学です．特に体力・

運動能力の計量を博士論文のテーマにしていまし

たので，当時から体育・スポーツ分野に行動計量

学のノウハウを応用しようと考えていました． 

本稿を私が執筆することになった経緯は，広報

委員だからということのようですが，そもそも，

なぜ学会誌にも投稿したことのない，学会に参加

したり，学会誌を購読したりしているだけの平会

員が広報委員なのかということを説明します．事

の発端は2011年東日本大震災にあります．当時，

私は仙台の大学に勤めていましたが，震災発生時

は東京出張中でした．結果的に東北新幹線の復旧

に1ヶ月以上要しましたので，仙台に戻ることが

出来ずにいたときに，統計数理研究所が被災地域

研究者の研究継続支援のための特別共同利用研究
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の募集をしていることを知人から教えてもらい，

研究所の一室と赤池ゲストハウスを利用させてい

ただくことになりました．その時に，当時統計数

理研究所にいた現広報委員長の尾碕幸謙先生にメ

ンターになっていただき，同研究所の前田忠彦先

生にも大変お世話になりました．この時は僅か数

週間でしたが，これをきっかけに2年間の共同利

用研究をさせていただきました．このようなご縁

をきっかけに，尾碕先生には，私が事務局長をし

たある学会大会の招待講演を引き受けていただい

たり，反対に，尾碕先生から実践統計のテキスト

執筆の依頼をいただいたりということの延長で，

広報委員の依頼があったということです．多様性

や共生社会といったことが強調されるようになっ

た昨今，私のような者が行動計量学会の学会運営

に携わらせていただいていることは一定の意味が

あるのではないかと思っています． 

 

○海外レポートにあたり 

本稿は海外レポートの執筆依頼なので，海外で

の経験について，特に若手会員の方々の参考にな

るようなことを書かなければならないのだと思い

ます．「頼まれた仕事は断るな」という恩師からの

教えもあり，引き受けてしまいましたが，何を隠

そう，私は一度も海外で長期滞在をしたことがあ

りません．英語のスキルも約 10 年間の駅前留学

と現在も行っているSkype英会話のみです．そん

な私が日本語の苦手な外国人を院生として研究室

に受け入れたり，1930年創刊のアメリカ体育・ス

ポーツ科学雑誌のエディターをやっていたり，ア

ジアの研究者らと共同研究を行ったりしているわ

けです．このような海外経験の乏しい私の，国外

研究者らとの交流経験は，これから国外で活躍し

ようとする若手会員に大きな希望を与えるのでは

ないかと思います．そのような思いから，本稿で

は，院生時代から現在に至るまでの国外研究者と

のつながりについて，身を削って紹介いたします． 

 

○国際学会へ通い詰めて 

私が所属していた大学院では，博士号取得のた

めに英文誌に関連論文が掲載される必要がありま

したので，博士課程の院生時代に，私の研究にフ

ィットしそうな雑誌を発行している学会の年次大

会（アメリカ）に参加することにしました．数年

以内に投稿することを想定していましたので，雑

誌のエディターをチェックして，私の分野と同じ

セクションエディターの先生が発表するセッショ

ンを最前列で聴講しました．英語は分かりません

でしたが，体育の測定や統計に関する教育講演で

したので，予備知識があったため，おおよそのこ

とは理解できました．その学会は日本人がほとん

ど参加しない学会でしたので，その先生は最前列

にいる私のことを珍しそうに見ていたように思い

ます．その翌年も参加し，同じ年に別の学会でも

彼のセッションを聴講した後に，思い切って彼に

声をかけてみることにしました．そのときは，事

前に何を話そうか英語のフレーズをメモしていま

した．彼のセッションが終わり，会場の出入り口

で待ち構えていると，私が話しかけるだろうとい

うオーラを出していたからかもしれませんが，彼

の方から声をかけてくれました．「いつも学会に来

ているね．」そう声をかけてもらい，なんとなく芸

能人に私のことを知ってもらっているようなうれ

しさを感じました．その直後，忘れもしません，

緊張しすぎて「Tea or coffee?」と言ってしまいま

したが，彼は察してくれて，コーヒーを飲みなが

ら座って話そうかと言ってくれたと思います．自

己紹介，興味のあること，将来の目標など，30分

以上は話したと思います．院生がひとりで会いに

来てくれたことがうれしかったのか，彼の生い立

ちから現在に至るまで話してくれました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年に行った国際シンポジウム招待者らと私 

 

総じて研究者は私のような訪問者でも受け入れ

てくれます．同じ研究テーマに関心のある仲間の

ような意識があるのかもしれません．他国の研究

者ならばなおさらでしょう．現に，その後，小さ

 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 162 号                                 2019 年 9 月 1 日 

5 

な国際研究会の案内メールが頻繁に届くようにな

りました．私はできるだけそれらの研究会に出席

し，そのうち，その研究会で日本の研究紹介をす

る機会もいただきました．このことが端緒となり，

約 10 年後に，写真のような研究ネットワークへ

と発展しました（詳細は，順天堂スポーツ健康科

学研究 7：41-91，2016）． 

 

○国際共同研究へ 

 国際共同研究というと，大げさですが，実態は

というと，研究を通じて仲良くなった各国の研究

者同士が，一緒のプロトコルで調査や測定をやっ

た経験があります．きっかけは香港の研究者から

のメールでした．この研究者とは前述の研究会で

何度か会っていました．一人ひとりの顔が見える

小さな研究会は研究者の仲間作りにはとても有効

だと思います．香港の研究者からは，アジアの研

究者仲間が共同で，運動習慣の調査や体力測定を

行う準備を進めているので日本も参加してほしい

という依頼がありました．初めての経験でしたし，

私が日本を代表して研究に参画するというのはま

ずいのではないかと思い，私が所属する学会で役

員をし，国際経験の豊富なベテランの先生に相談

しました．結局は，その先生がアドバイザーとな

って私が実働するということになりました．若手

が行動するときに，たとえ自分で出来ることだと

しても，やはりベテランの先生に指導してもらっ

ている構図にすることは，国内での見られ方に影

響しますし，国際的に通用する先生の名前を出せ

るのは国外的にも，論文化する際にも重要に思い

ます． 

 東アジア・東南アジアの8つの主要都市（東京，

ソウル，上海，台北，香港，バンコク，クアラル

ンプール，シンガポール）で行ったこの調査から

感じたことは，日本の課題や強みは，日本国外の

実態と比較することで明確になるということです．

日本国内で問題視されている実態が実は他国と比

較したら，かなり良い水準にあるということや日

本人では強く関連している要因が外国人ではあま

り関連がなかったりすることもありました． 

 

○最後に 

 いつの出会いがいつ役に立つかは分かりません

し，役に立たないかもしれません．私の場合，取

りこぼした出会いもあったかもしれませんが，国

際共同研究につながった背景には，外国人との出

会いだけでなく日本国内での出会いもありました．

前述のセクションエディターが香港の研究者との

出会いやアメリカの学術誌のエディターをするき

っかけとなりました．そして，国際共同研究の実

現には国内での学会活動を通したベテランの先生

との出会いがありました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

院生時代に声をかけたイリノイ大学Weimo Zhu 先

生（左）と国際共同研究を後押ししてくれた東京学

芸大学名誉教授波多野義郎先生（右）．中央が筆者． 

 

また最近では，Skype や ZOOM で会議を行う

ことも多くなりましたので，国内と国外の物理的

な障壁はほとんど感じなくなりました．

WhatsApp で国外の研究者と十分研究の話が出

来ます．今ではResearchGateに登録しておくと，

国の内外を問わずに問合せが来ます．私が院生時

代，国際学会へ行ったことで始まった出会いは，

今ではメールとチャットで済むかもしれません．

令和には令和の作法があると思いますが，平成で

の経験談が若手会員の世界をフィールドとした活

躍のきっかけとなれば幸いです．Be active for 

beautiful life! 

鈴木宏哉（すずき・こうや） 

順天堂大学スポーツ健康科

学部先任准教授 

筑波大学大学院博士課程体育科学研

究科修了．博士（体育科学）．東亜大

学講師，東北学院大学講師・准教授

を経て 2015 年より現職．スポーツ

庁体力・運動能力調査関係の各種委員，笹川スポーツ財団ス

ポーツライフ調査委員，日本パラリンピック委員会医・科学・

情報サポートスタッフ，日本体育学会理事，日本体育学会若

手の会代表世話人など歴任．2018年より当学会広報委員． 
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理事会議事録 
 

日本行動計量学会2018年度第5回理事会議事録 

 

日時：2019年2月25日（月）18：00～20:30 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：植野真臣，大森拓哉，岡太彬訓，岡

田謙介，尾碕幸謙，菊地賢一，椎名久美子，

繁桝算男，鈴木讓，鈴木督久，南風原朝和，

松本渉，横山暁 （13名），委任状14名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：橋本貴充（書記） 

 

資料 

1. 議事録 

  1-1. 2018年度第2回理事会議事録案 

  1-2. 2018年度第4回理事会議事録案 

2. 第47回大会実行委員会からの報告 

3. 学会賞について（申し合わせ） 

4. 役員選出に関する細則 

5. 学会誌編集に関するワーキンググループ 

検討のまとめ 

6. 和文誌編集委員会からの報告 

7. 欧文誌編集委員会報告 

8. 運営委員会 

  8-1. 運営委員会からの報告 

  8-2. 第21回春の合宿セミナー 経過報告 

9. 広報委員会 

  9-1. 広報委員会より 

  9-2. Webサイト デザイン案（1） 

  9-3. Webサイト デザイン案（2） 

  9-4. サイトツリー 

  9-5. Webサイトリニューアル 見積書 

  9-6. カスタマイズについて 

10. 大会担当委員 

11. Webによる入会申し込み 

12. 会費収入推移 

13. 事務局所在地に関する細則 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権26名（理事出

席12名，委任状14名）であり，理事会が成立し

ていることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料1-1にもとづき，2018年度第2回理事会

の議事録の修正が承認された． 

資料1-2にもとづき，2018年度第4回理事会

の議事録が一部修正の上承認された． 

2. 第47回大会 

鈴木大会実行委員より，資料2にもとづき，

今後のスケジュール，Web サイトが公開された

こと，確保した部屋，大会実行委員の報告があ

った． 

3. 学会賞選考委員長 

菊地事務局長より，林文会員に学会賞選考委

員長就任を承諾していただけたことが報告され

た．資料3にもとづき，学会賞についての申し

合わせの修正が承認された． 

4. 科研費関係 

菊地事務局長より，今年度の科研費の執行状

況について報告があった．横山理事より，海外

から講師を招聘する場合などの注意点の説明が

あった． 

5. 役員の辞任 

植野理事長より，資料5にもとづき，下川理事

が辞任を申し出たことが報告され，承認された． 

6. 学会誌編集に関するワーキンググループ 

岡太理事より，資料5にもとづき，第2次欧

文誌検討委員会の発足が提案され，承認された． 

7. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長の代理として，岡田副

委員長より，資料 6 にもとづき，第 46 巻第 2

号の発刊予定，現在の投稿状況と審査状況が報

告された．編集委員会で企画する「動向」カテ

ゴリーの新設の提案があり，承認された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料7にもとづ

き，第 46 巻第 1 号の審査状況が報告された．

Special Issueの提案があり，承認された． 

・運営委員会 

鈴木委員長より，資料8にもとづき，春の合

宿セミナーの準備状況，秋のシンポジウムの実

施状況が報告された．平成31年度研究部会につ

いて，継続2件，新規1件の応募があり，いず

れも採択が承認された． 

・広報委員会 

尾崎委員長より，資料9にもとづき，入会案

内の改訂版の印刷，会報巻頭言の執筆者につい

て報告があった．学会WebのCMS化およびデザ
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イン変更の進行状況について報告があり，必要

な予算を次年度の特別会計（学会活動積立金）

より支出することが承認された． 

・組織検討委員会 

繁桝委員長より，会則の変更について，次回

までに原案を作ることとされた． 

・大会担当委員会 

大森委員長より，資料10にもとづき，委員の

追加が承認された．大会の抄録の追加購入につ

いて，システムから削除し，大会実行委員会に

直接連絡するようにすることが提案され，承認

された．企業セッションを設けることが議論さ

れた． 

・資料アーカイブス委員会 

松本委員長より，「数理科学」の記事につい

て，印刷のできない形式でデータをWebにアッ

プロードすることと，これから著作権者と連絡

を行うことが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入

会，退会，種別変更の申請報告があり，承認さ

れた． 

資料11にもとづき，Webによる入会申し込み

で，照会可能な正会員の氏名とメールアドレス

を記入させることについて，紙媒体における記

述もWebにそろえることが提案され，次回まで

に案を作成することが報告された． 

資料12にもとづき，会費の値上げについて検

討が行われ，次回大会に提案できるよう準備を

進めることとされた． 

資料13にもとづき，事務局所在地に関する細

則の修正（会員業務担当の電話番号とFAX番号

の変更）が提案され，承認された． 

8. その他 

・次回理事会は後日日程を調整の上，大学入試セ

ンターにて開催予定． 

以上 

 

学会賞について（申し合わせ） 

日本行動計量学会理事会 

 

1） 学会賞の内容について 

本学会は，功績賞・優秀賞・奨励賞・出版賞

の四つの賞を設定し，功績賞・優秀賞は 1986

年より，奨励賞は1999年より，出版賞は2011

年より授賞を開始する． 

① 日本行動計量学会“功績賞” 

優れた業績によって，行動計量学の発展に著

しく寄与したものを対象とする．毎年，原則と

して1名に授賞する．受賞者は，総会において

表彰され，1名につき10万円の副賞が授与され

る． 

なお，“功績賞”の正式名称を“林知己夫賞（功

績賞）”とする．  

② 日本行動計量学会“優秀賞” 

行動計量学に関する，単数または複数の優れ

た研究業績を発表した個人または集団を対象と

する．毎年，原則として 1～2 件に授賞する．

受賞者は，総会において表彰され，1 件につき

5万円の副賞が授与される． 

  なお，“優秀賞”の正式名称を“林知己夫賞（優

秀賞）”とする． 

③ 日本行動計量学会“奨励賞” 

若手の研究者で，日本行動計量学会発行の学

術 雑 誌 （「 行 動 計 量 学 」 お よ び

「Behaviormetrika」），または毎年行われる日

本行動計量学会大会において，今後に期待され

る意欲的な研究業績を発表した個人を対象とす

る．毎年，原則として1名に授賞する．受賞者

は，総会において表彰され，1 名につき 3 万円

の副賞が授与される． 

  なお，“奨励賞”の正式名称を“肥田野直・水

野欽司賞（奨励賞）”とする． 

④ 日本行動計量学会“出版賞” 

過去3年程度に刊行された行動計量学に関す

る優れた図書の著者・訳者（原則として3人以

内）を対象とする．毎年，原則として1件に授

賞する．受賞者は，総会において表彰され，1

件につき5万円の副賞が授与される． 

  なお，“出版賞”の正式名称を“杉山明子賞（出

版賞）”とする． 

2） 受賞者の基礎資格について 

① 個人受賞の場合は，賛助会員を除く会員（準

会員，正会員，名誉会員）に限られる． 

② 集団受賞の場合は，その半数以上が会員でな

ければならない． 

③ 授賞に当たっては，本人の承諾を必要とする． 

④ “功績賞”・“奨励賞”は1名1回に限る．  
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3） 対象とする研究業績（出版賞を除く）につ

いて 

① 賞は，研究上の業績に与えられるものである

が，「人」を表彰するものであり，「特定の仕事」

自体に賞を付与するものではない．従って，業

績は単数の内容とは限らない．複数の内容（数

編の論文） でよく，全体として優れた内容であ

ればよい． 

② 業績は，研究論文のほか，優れた分析プログ

ラム，データベース，測定・分析機器の開発・

改善，大会報告，優れた調査研究など，幅広い

学術的成果を含めるものとする．ただし，奨励

賞の場合の業績には，日本行動計量学会大会の

研究発表を含めるものとする． 

③ 功績賞・優秀賞を受ける者の業績は，その主

たるものが「行動計量学」「Behaviormetrika」，

所属機関の刊行物（紀要，社内誌など），一般誌

（商業的な学術誌），著書などに掲載されたもの

でなければならない．（他学会誌の論文が主たる

ものでは，いけない．）  

4） 選考の仕組みについて 

① 選考の手順 

（1） 選考委員長は，大会終了後最初の理事

会で理事会が指名する．選考委員は，選考

委員長が指名し理事会に報告する．選考委

員長を除き，選考委員は非公開とする． 

（2） 理事会は，各種候補者選考のため，大

会終了後ただちに，以下の役職を含むメン

バーからなる 3 つのワーキンググループ

（WG）を組織し，とりまとめ役を決める． 

・功績賞WG：事務局1名，学会誌編集委員

長，理事会が指名した若干名のメンバー 

・優秀賞・奨励賞WG：事務局1名，学会誌

編集委員長，和文誌編集委員長，欧文誌

編集委員長，理事会が指名した若干名の

メンバー 

・出版賞WG：事務局1名，広報委員長，運

営委員長，理事会が指名した若干名のメ

ンバー 

各WGは，複数候補者の情報の収集を開始

する． 

（3）  各WGは，複数の候補者の情報を，担

当理事を介して選考委員長に報告する． 

（4）  選考委員会は，WG からの情報に基づ

き，審査にあたる． 

（5） 審査に当り，委員会は特定の候補者の

業績について，秘密を条件として，協力者

の意見を求めることができる．協力者は会

員に限るものとする． 

（6） 委員会は，審査した最終的な候補者を，

選考理由を付して，理事会に提案する． 

（7） 理事会が委員会提案の候補者を承認し

たとき，受賞者が決定する．承認は出席理

事の過半数の同意による．ただし，受賞者

に受諾の意志がない場合は，この決定を無

効とする． 

② 委員会の審議において，種々の事情から最終

的な候補を選べなかった場合，当該年度の授賞

を見送ることができる． 

③ 委員会の事務は，事務局が補佐する． 

④ 審査・選考の経緯などについては，審査に関

与した者を除き，非公開とする． 

⑤ 個別の事例について問題が生じたときは，そ

のつど，選考委員会が決定し，その内容を記録

に留め，慣例として集積する． 

⑥ 委員会およびWGは，総会での授賞終了をも

って解散する．また，授賞を見送る場合も，総

会報告終了後に解散する． 

5） 選考委員が受賞候補となる可能性が生じた

場合について 

① 選考の過程で受賞候補者が少数に絞られ，そ

の中に選考委員が含まれた場合，その選考委員

は選考委員を辞任しなければならない． 

「受賞候補者が少数に絞られた」という段階

の認定は，選考委員長が行う． 

② 選考委員長が，上記の段階で候補者になった

場合は，理事会に申し出て選考委員を辞任する

ものとする． 

6） 学会賞特別会計について 

① 授賞に要する基金の積立てのため，学会賞特

別会計を開設する． 

② 特別会計への繰入金は，原則として寄付金を

もって当てる．また，必要に応じて行う通常会

計からの繰入れを妨げないものとする． 

  

2019年6月14日現在 
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学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2019年 

7月19日 

第22回情報論的学習

理論ワークショップ 

（IBIS2019） 

2019年 

11 月 20 日

-22日 

2019年 

6月22日 

人文科学とコンピュ

ータシンポジウム

「 じ ん も ん こ ん

2019」 

2019年 

12 月 14 日

-15日 

2019年 

6月19日 

第62回自動制御連合

講演会 

2019年 

11 月 8 日

-10日 

（2019 年4 月18日～7 月19日承認のもの） 

 

 

会員の著書等 

 

大隅昇・鳰真紀子・井田潤治・小野裕亮（訳）『ウ

ェブ調査の科学―調査計画から分析まで』，朝倉書

店，2019年7月 

 

 

 

 

会員からのお知らせ 

Life Exists After Retirement  

（John. C. Gower, 2000） 

西里静彦（トロント大学） 

 

上の言葉は，2000年5月にカナダのバンフで，

馬場康維先生と私が国際会議“Measurement 

and Multivariate Analysis”を開いたとき，招待

講演者 John C. Gower がくちにした第一声だっ

た．それは，その年の６月9日，65歳の誕生日に

退職を控えた私への彼の温かい言葉だった．彼は

退職後も研究活動を続けた第一の研究者で，私よ

り5歳上，それなのに研究のアウトプットは後を

絶たない．その彼の言葉は，退職後の私の生活を

大いに鼓舞してくれ彼の 10 分の一でも仕事がで

きればということが私の願いになった．あの学会

には招待講演者として彼のほかに林知己夫先生と

David Handを招いた．日本からも大勢の参加が

あり学会は成功した．世界各国からの参加者には

予期しない5月中旬のバンフの降雪，大会会場の

バンフセンターは美しい雪景色に包まれ，雪を知

らない参加者を喜ばせた．John Gowerは，奥様

のJanetと参加，私の妻Lorraineが30センチほ

どの雪道をゆっくり運転，二人をアサバスカ大氷

河やLake Louiseに案内した．大会中半日を観光

にあてたプログラムは大成功だった． 

 昨年12月，JohnとJanetからのクリスマスカ

ードには，彼は今もペーパーを書いており，年が

明けたら南アフリカの Stellenbosch 大学で開か

れるCARME2019で招待講演をするとのことが，

相変わらずお孫さんの美術作品の自慢話と共に語

られていた．ただし，そのカードには注が付いて

おり，その講演はビデオですることにしたとあっ

た．退職後，学会発表の準備はできても，実際学

会に出席して発表となると，体の限界が先立つこ

とは，「退職後も人生は存在する」言葉の註として

必要である． 

 退職後も長年相変わらず研究に没頭していた

John の突然の訃報は，全く信じられなく，予期

もしていなかった．「巨星墜ちる!」という強い衝
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撃と共に「友去りし」という深い悲しみに包まれ

た．全く，彼が亡くなるとは，頭の隅にもなかっ

たことである． 

 John Gowerとの出会いは，いつか覚えていな

いが，彼がまだ Rothamstead 研究所に勤務して

いるころで，当時私は彼の部下のDigbyと交流が

あった．John が Milton Keynes の Open 

University に移ってからは，講演に招かれ，一日

を彼の研究仲間と過ごしたことがある．思い出で

懐かしいのは，ブルガリアがまだ共産圏の時代に，

ブルガリア政府の要人 Zudravkov 氏に，イギリ

スの John Gower, オランダの Eeke van der 

Buurg, Peter van der Heijden, 日本の斎藤堯幸

氏とともに招かれた時のことである．それは数量

化理論を学びたいという要請にこたえたものであ

る．「Nishisato, S. "Analysis of Categorical Data: 

Dual Scaling and Its Applications. University of 

Toronto Press, 1980」が，共産国ブルガリアでよ

く知られているとは知らなかった．米ドルを

Zudravkov 氏に頼んでブルガリアの金に変えて

もらったが，Johnにあれは違法だと知らされた．

共産圏での犯罪，今考えてもぞっとする．ブルガ

リアの金を懐に彼と二人で首都ソフィアの街に買

い物に出た．ある店を出たとき彼は満面に笑顔で

「大変良い買い物をした」と大喜び，美しいじゅ

うたんを見せてくれた．そのじゅうたんを背に，

店を出てから，彼は突然慌てた．ブルガリアの値

段の換算で，一桁間違ったというのである．安物

が，とてつもない高いものになった．が，時すで

に遅し，「猿も木から落ちる」を目の前に見た．彼

が，過ちをするとは知らなかった．彼との思いで

では，もう一つ過ちを犯したことがある．二人で，

バチカンへバスに乗っていったときのことである．

どこで，バスの切符を購入するのかわからず，結

局，二人はバス代を払わず，バチカンに到着した．

その時の彼の朗らかな笑顔を思い出す． 

 彼から送ってもらった最後の論文は“Skew 

symmetry in retrospect”で，如何にも彼らしい

読んで楽しい論文だった．コメントを書いて彼に

送ったが，一般に彼の論文は私には難しすぎた．

それなのに，彼にコメントを求められる自分は幸

せ者であったと感謝している．彼は，一般には考

えられないほどの業績を上げ，学会の多くの要職

を全うし，研究の最先端を開拓した異類なき研究

者John Gower，彼の功績をこの誌上で讃えたい．  

 Johnなきあと，「退職後にも人生はある」を彼

に負けずに頑張りたいと思っている．この言葉が，

学会全体に広がれば何よりである．奥様の Janet

に心からのお悔やみを送り，John の冥福を祈る

次第である．二人の友情に感謝したい． 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

（JOI） DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

（ISSN）0385-7417（print version） 

（ISSN）1349-6964（electronic version） 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）の同意を論文著者から得る必要があります．

1999年の総会以降刊行された論文については，著

作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載された記

事等の著作権は，明確に定められておりませんで

した．電子化し公開するに当たっては，各論文の

著者全員に，本学会への著作権委譲についての文

面をお送りし，多くの著者のご了解をいただきま

した．現在までにお返事をいただいていない著者

の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべき

ですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」それ

ぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便宜

等を考えて，すでに電子化公開しております．著

作権委譲についてお返事をいただいていない著者

で，電子化し公開することが不都合とお考えの方

は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご

連絡下さるようお願いいたします．公開を中止す

るなど，学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017年1月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2019年8月9日現在） 

正会員       ： 766名 （海外5含む） 

準会員       ： 95名  

名誉会員      ： 21名  

賛助会員      ： 22社  

シニア会員     ： 36名  

計         ： 940名  

学会誌等寄贈先 ： 5件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html


 

 

 

日本行動計量学会会報 第 162 号                                 2019 年 9 月 1 日 

12 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じてメールニュー

スの記事としての掲載および学会ホームページか

らのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後2年を経過しないもの）

など，会員の皆様から原稿を募集しております．

広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，ご

準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号163号の場合には10月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，御礼申し上げます．お忙しい中に

もかかわらず，どうもありがとうございました． 

本会報では，紙媒体ゆえの特徴を活かして，今

後も，皆様のお役に立てるような魅力ある充実し

た会報となるように努めていきたいと考えており

ます．今号には，John Gower先生の逝去を受け

て，西里先生からエッセイをご寄稿いただきまし

た．エッセイ，ご意見，ご要望，その他会報に掲

載すべきと思われる情報などございましたら広報

依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

今夏も酷暑となりましたが，体調を崩されませ

ぬよう，ご自愛ください． 

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌，石橋敬介，稲水伸行，岩間

徳兼，上野雄史，大﨑裕子，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，朴堯星，

袰岩晶，元山斉 

相談役：中山厚穂 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

